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～社長の一言～ 

某工務店さんから『理念探究ｾﾐﾅｰに参加してみな

いか？』と誘われました。時間の調整ができず、

代わりに女房に行ってもらいました。丸１日かけ

て本質に迫っていくらしいのです 

が、会社の理念のはずが、なぜか 

辿りついたのは”夫婦の会話を深く 

真剣にする”だったらしいです。 

（笑） 
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こんにちは！今年はじめての「にしじま通信」です。 

本年もよろしくお願いします。（ぺこり） 

この冬は本当に雪が少ないですね。というより雪がない！楽だなぁと思う反面、

農作物や植物に悪影響なんじゃないかと気になります。 

 ところで、全国高校サッカー大会の決勝戦見ました？ 

決勝が北陸対決なんて、一昔前じゃ考えられなかったで

すよね。（福井が入ってないのが残念ですけど・・・^^;） 

星陵高校が２対０でリードしてて、後半の４２分から富山

が追いつきました。そして延長戦の結果、富山が逆転優

勝しました。 

うちの息子たちもサッカーをやってるので、今まで百試合以上は観てきたけれど、

後半４２分で２－０だと、ほぼ負けだと思っちゃいますよ。たぶん誰もが星陵高校

がこのまま逃げ切ると思ってたでしょうね。 

あの試合を観てて、「あきらめなければ、奇跡はおこるんだ」って改めて思いまし

た。本当に感動をありがとうですね！ 
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１月最後の土・日、倉庫で「みそづくり教室」

をしました。 

“おみそ”って、結構簡単なんですよ。でも、

一人ではなかなか作ろうとは思わないですよ

ね。 

そこで、「みんなでワイワイ楽しく作りまし

ょ!」と始めたのが「みそづくり教室」なんで

す。 

いろんな出会い、いろんな会話があって、私

たちも楽しんでやってます。 

興味のある方は来年参加してね･･･ 

 

 

1 月２５日、「木の住まい教室」第３回目を開催しま

した。 

今回は、岐阜県からシロアリ業者の永峰さんに裏話

（本当の話）をしていただきました。 

特に「シロアリは害虫ではない。この地球上に必要

なもの」という話には驚きでした。森や林の倒れた

木や枯れた木を食べてくれるから。 

自然界で木材中のセルロースを分解し、土に還元で

きるのはシロアリだけなんだそうです。 

薬品のことについても、とても興味深い内容でした

ので、ぜひ又こういう機会をつくりたいと思います。 

おばあちゃんの部屋を増築しました。 

天井は福井県産材の杉を使っており、屋根の野地板と合わ

せて「県産材助成金」を受けています。 

床は、パインの無垢材を張りました。木の香りと調湿効果

で快適に過ごせると思います。 

もちろんバリヤフリーになってます。 

 

福井県産の杉板を壁全面に貼りま

した。こうして木に囲まれて仕事し

てるとﾊﾟﾜｰが出てくる気がします。 

明るくなったでしょ？！ 

 



 3 

 

 

―宮崎中央新聞（香葉村真由美 「愛でしかかわらんとよ」より－ 

心を思うことの大切さを私はサッちゃん(仮名)という子のおばあちゃんに教わりました。 

 サッちゃんのご両親はおばあちゃんのところに、まだ小さなサッちゃんを預けたままいなくなっ

てしまいました。そのときからサッちゃんは声を失いました。人前で一言も喋らなくなったのです。

唯一喋ることができる相手はおばあちゃんでした。おばあちゃん以外の人には「うん」と頷くこと

と、「ううん」と首を振ること、それだけでコミュニケーションをとっていました。 

 6年生になった時、私はサッちゃんの担任になりました。 

彼女が 6年間学校で一言も喋らずに卒業することが、私はどうしても嫌でした。それで、おばあち

ゃんのところに行って、サッちゃんがどうして喋らなくなったのか、その理由をクラスの子どもた

ちに話していいか聞きました。 

 おばあちゃんは「ダメだ」と言いました。それは、サッちゃんがずっといじめられていたからで

した。 

 何も話をしないサッちゃんは、「何を考えてるのかわからない」と周りの子たちから言われ、次

第にいじめられるようになっていたのです。 

 サッちゃんがいじめられると、その翌日には、必ずおばあちゃんは学校にやって来ました。小さ

い体でドタドタドタッとやって来て、教室の扉を開けると、「誰ね！うちのサチコをいじめたの

は！」と言って、一生懸命サッちゃんを守っていました。だから、おばあちゃんは、「サチコの両

親のことをみんなに話したら、またいじめられてしまう」と言ったのです。 

 しかし、私は、「一言も話さないままサッちゃんを卒業させることは私にはできません。お願い

だから私を信じてください」と頭を下げました。何時間も話をして、「わかった。そこまで言うな

ら先生を信じる。その代わり絶対にサチコをいじめる子をつくらないで欲しい」と言われ、約束を

しました。 

 次の日、クラスの子どもたちにサッちゃんがなぜ声を出せないのか、理由を説明しました。子ど

もたちはその理由を初めて知って驚いていました。 

 「先生はサッちゃんとお話がしたい。みんなもサッちゃんと話をしてほしい。サッちゃんに『声

を出して』と言うんじゃなく、どうすればお話ができるか考えてほしい。それがクラスだから」と

伝えました。 

 そこで子どもたちが考えたのはペンとメモ用紙でした。サッちゃんがペンとメモ用紙を持ち歩き、

言いたいことをメモして、相手に見せるのです。サッちゃんに「それでいい？」と聞くと、サッち

ゃんは笑顔で頷いてくれました。 

 翌日、サッちゃんは「おはよう」とメモ用紙に書いて、それをある子の机に貼りました。すると、

机に貼られた子はそのメモを見てサッちゃんのところに行き、「サッちゃん、おはよう！」と言い

ました。サッちゃんは「すごい！」という顔をしました。 

 次の日は、「おはよう、宿題やってきた？」と書いたメモをサッちゃんは机の上に貼りました。

それを見た子が「サッちゃん、おはよう！私、宿題やってきたよ」と答えました。 

 ある日、他のクラスの子からいじめられてサッちゃんが泣いていると、「いじめたのは誰？何年

何組か書いて」とクラスの子たちは聞きました。サッちゃんが書いたメモを見てその教室に行き、

「サッちゃんをいじめたの誰？」と言って、サッちゃんのおばあちゃんの代わりをクラスの子たち

がやり始めたのです。 

 サッちゃんのメモの言葉を通して、クラスの子どもたちの関係が深まっていくのが分かりました。 


